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(昭和55年 7月31日現在)
よい風習を育て、住みよい

人 口 39，094人 +24 
環境をつくる

男 18，634人 。
0老人や子供、からだの不自由な

女 20，460人 +24 人をいたわる。

世帯数 11 ，818世帯 +4 0家の内外をきれいにし、気持の

面 積 240.93平方キロ メート ル
よい環境をつくる。

市
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10月の納税

県 民 ネ見

(3期)

国民健康保険税

(3期)



ず一一一(2)一一

ヶ
生
き
が
い
μ

の
あ
る
老
後

お

九
月
十
五
日
か
ら

週
間
老
人
福
祉
週
間

‘，、
ノ

ー、
-

t
U
7、寸

こ
う
し
た
こ
と
が
、
お
年
寄
り
の
生
き
が

い
に
な
る
と
川
川
じ
、
川
代
を
こ
え
た
新
し

い
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ー
ン
の
以
に
も
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
心

川悦
ト代、

わ
が
凶
の
しハト
パ
成
以
上
の
お
年

寄
り
は
約

一千
万
人
、
総
人
ハ
の
八
%
を
必

え
て
い
ま
す
。
し
か
札
、
む
年…
I

a

叶
り
の
人
ハ

は
、
こ
ん
ご
も
ま
す
ま
す

泊
t
H
H

'
、
り
I
H
H
I
¥
一

戸
い
市
-

H
力
L

町
平
/
l
h
q
l

は
六
十
日
歳
以
k
の
方
が

総
人
口
の
卜
・
九
%
を
超
え

る
こ
と
が
確
実
で
、
「
高
齢

化
社
会
」
は
か
け
足
で
や

っ
て
来
て
い
る
の
で
す
。

大
洲
市
の
六
ト
五
歳
以

k
の
老
人
人
け
の
伯仲怜
を

けん
ま
す
と
、
阿
川
和
川
卜
パ

年
が
人
ハ
の

一
0
・
九
%

(凶
勢
刑
宣
)、
川
川
和
.
八
卜

年
が
卜
一
三

一%
(問
)、

川川和
.h
l
仁
川

q
.川
が
卜

・
.
%

(住
日
以
北
本
ム
ハ

似
)
と
年
々
別
加
し
、
A
K

問
、
千
均
や
県
平
均
を
上
川

っ
て
お
り
、
日
齢
化
が
進

お

九
月
十
五
日
は

「倣
在
の
け
」。
ま
た
、
こ

の
け
か
ら
-
週
川
は

「主
人
一
川
社
迎
川
」

で

す
。こ

の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

っ

て
社
会
に
点
献
し
て
こ
ら
れ
た
む
午
五
り
の

み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、日以
出引
を

心
か
ら
お
削
い
し
た

い
と
山
い
ま
す
。
こ
ん

ご

ι今
川
ま
で
っ
ち
か
つ
て
こ
ら
れ
た
知
識

と
紙
切
売
社
会
に
役

L
J
H

.

て
て
い
た
だ
き
た
い

広報一一一H目手1I551f9月20日

自分の楽しみをみつけ出して、 ミ老後のいきがし

づくり 。老人福祉センターでの と囲碁大会と

ん
で
い
ま
す
。

「生
き
が
い
」
い
つ
く
り
を

こ
う
し
た
中
で
、
核
家
族
化
も
進
み
、
せ

っ
か
く
長
く
な
っ
た
老
後
が
、
孤
独
で
生
き

が
い
の
な
い
も
の
だ

っ
た
ら
、
そ
の
側
値
も

半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
「
生

き
が
い
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
総
理
府
の

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
ト
ッ
プ
は
「
息
子
や

孫
の
成
長
」
で
三
十
二
%
、
二
位
が
「
職
業
・

仕
事
」
で
二
十
三
%
、
「
趣
味

・
娯
楽
」
が
十

五
%
と
続
い
て
お
り
、
「社
会
活
動
」
を
あ
げ

た
人
は
、
わ
ず
か
に
四
%
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
問
題
な
の
は
「
生
き
が
い
を
持
た

な
い
」
と
答
え
た
老
人
が
二
十
九
%
も
あ
る

と
い
う
事
実
で
す
。

「
息
子
や
孫
の
成
長
だ

け
」
と
「
生
き
が
い
な
し
」
を
加
え
ま
す
と

実
に
六
十

一
%
に
も
な
り
、
こ
こ
に
受
け
身

で
孤
独
な

H

現
代
の
老
人
像
H

が
浮
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
す
。

「何
も
し
な
い
で
、
ジ
ッ
と
し
て
い
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
ぐ
ら
い
、
お
年
寄
り

に
と

っ
て
残
酷
な
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

の
け
者
に
さ
れ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
内
分

は
役
に
立
つ
存
在
で
あ
る
と
い
う
れ
信
と
、

引
分
の
こ
と
は
内
分
で
や
れ
る
と
い
う
気
負

い
が
、
日
々
の
お
年
寄
り
の
心
の
張
り
、
生

き
る
パ
ネ
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

家
庭
で
は
、
お
年
寄
り
の
役
割
り
分
担
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
庭
の
掃
除
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
で
も
、
お

菱
川り
は
自

分
の
役
割
り
を
通
し
て
、
家
族
と
接
点
を
持

ち
、生
き
が
い
を
けん
い
だ
し
て
い
く
の
で
す
。

大
洲
市
で
も
老
人
福
祉
対
策
と
し
て
、
各

般
の
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
老
人
の

健
康
の
保
持

-m進
か
ら
疾
病
の
予
防
ま
で

臨
時
議
会
開
く

の
総
合
対
策
と
し
て
、
老
人
健
康
診
査
、
老

人
健
康
相
談
、
在
宅
老
人
家
庭
看
護
訪
問
指

導
、
在
宅
老
人
機
能
回
復
訓
練
な
ど
き
め
細

か
い
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
吟
詠
、
民
謡
、
舞
踊
、
園
芸
な
ど

の
趣
味
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
行
わ
れ
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
「
生
き
が
い
を
求
め
る
場
」

と
し
て
、
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
満
七
十
歳
以
上
の
方
の
老
人
医
療

費
の
無
料
化、

八
十
歳
以
上
の
方
に
老
齢
年

金
の
支
給
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

(第

五
七
回
)

長
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費
な
ど
可
決

緊
急
を
要
す
る
議
題
審
議
の
た
め
、
八
月

十
九
日
午
前
十
時
よ
り
第

一
.4七
回
臨
時

市
議
会
が
聞
か
れ
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

三
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し

た
。可

決
さ
れ
た
議
案
の
内
零
は
次
の
と
お
り

で
す
。

唱
和
五
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

こ
の
補
正
予
算
は
、
六
月
か
ら
降
り
続
い

た
長
雨
に
よ
り
市
内
い
た
る
所
に
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
復
旧
費
と

し
て
三
十
九
件
分
七
、

二一

五
万
円
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

大
成
小
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

A
7
年
度
の
文
教
施
設
整
備
計
画
の

環
と

し
て
、
大
成
小
学
校
校
舎
を
増
改
築
し
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、

一
、
五
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
、
普
通
教
室
六
室
、
特
別
教

室
六
室
、
校
長
室
、
職
員
室
な
ど
の
施
設
内

{汽
円
で
す
。
建
築
費

一
位
八
、

0
0
0万
円
で

村
上
工
業
側
が
施
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

森
山
簡
易
水
道
拡
張
工
事
の
請
負
契
約
に
つ

い
て大

川
地
区
森
山
の
簡
易
水
道
を
成
能
本
村

志
茂
、
杖
ノ
瀬
、
坊
屋
敷
、
東
の
一
部
、
譲

葉
ま
で
拡
張
す
る
も
の
で
、
こ
の
水
道
の
利

用
者
は
四
六

O
名
で
す
。
工
事
費
九
、
八
八

O
万
円
で
側
西
国
興
産
に
よ
り
施
工
さ
れ
ま

す
。こ

の
二
つ
の
工
事
と
も
、
来
年
三
月
上
旬

に
は
完
成
の
予
定
で
す
。



大効Nの長寿者紹介

「昭
和
五
十
五
年
九

月
一
日
現
在
の
市
内

の
満
九
十
歳
以
上
の

お
年
金
叫
り
は
、
つ
ぎ

の
み
な
さ
ん
で
す
。

市
内
の
最
高
齢
者

は
、
徳
森
の
内
川
カ

ン
さ
ん
で
、
明
治
卜

A

一年
.
川
卜

J

一日
生

内田力ンさん
孫 (7人)ひ孫 (10人)ゃしゃご
( 2人)計19人のあ、ばあちゃん。

テレビを見て、適度に食べ、体を
動かすのが長生きのひけつです。

れ
で
今
年

一
O
一
歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
体
に
気
を
つ
け

て
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
O
一歳

内
出
カ

ン
(
徳
森
)

九
十
八
歳

帳
木
ミ
チ

(川
木
)

利
川
小
サ
ワ
ヨ

{八

菊
地
満
保

さ
ん

孫

(七
人
)
ひ
孫

(五
人
)
計
十
二
人
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
。
自
分
の
こ
と
は
す
べ
て
自
分
で
し
、
毎
日
、

散
歩
を
か
か
し
ま
せ
ん
。
お
茶
と
詩
吟
が
楽
し
み
で

多
喜
)

九
十
七
歳

井
上
ミ
チ
ル
(
田
口
)
菊
地
満
保

(阿
蔵
)

満
田
コ
ト
ミ

(市
木
)

九
十
六
歳

石
本
梅
吉

(松
尾
)
吉
岡
卯
太
郎

(若
宮
)

稲
葉
ム
メ
ノ
(
新
谷
)

九
十
四
歳

村
川
タ
マ
ヨ

(丘
郎
)
岩
本
シ
カ
ヨ

(京

宇
山
)

浮
田
サ
ナ
エ

(市
木
)
沖
内
フ

ジ
エ

(中
村
)

岩
本
狛
吉

(多
用
)

九
十
三
歳

岩
市
ト
メ
ヨ
(
田
口
)

川
林
ユ

ク
(
市
木
)

保
和
也
太
郎

(菅
旧
)

有
友
ム
メ
カ

(菅

山
)

平
熊
二

(
大
洲
)

久
保
旧
ト
ク
エ

(大
洲
)

新
家
ヤ
ス
ノ

(蔵
川
)
河
内

キ
ク

(大
洲
)

出
中
イ
シ

(
大
洲
)

大

藤
木
ミ
チ
さ
ん

何
で
も
お
い
し
く
い
た
だ
く
の
が
、

長
生
き
の
ひ
け
つ
で
す
。
本
や
新
聞

を
読
む
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。

塚
ツ
子
ヨ
(
中
村
)

東
ミ
チ
エ
(
徳
森
」

九
十
二
歳

村
上
シ
カ
ノ
(
春
賀
)
清
水
忠
五
郎
(
平

地
)

城
戸
利
道
(
新
谷
)
山
泉
ミ
子

(

大
洲
)

菅
肝
興
八
郎
(
常
磐
町
)

木
下

重
実

(若
宮
)

谷
田
伊
勢
雄

(上
須
戒
)

川
本
ウ
タ
ノ

(中
村
)
五
阿
嫡
一
フ
ク
(
若

広
)
大
野
チ
カ
(
宇
津
)
植
木
ユ
キ
エ

(柏
木
)

村
上
ア
サ
ヨ
(
菅
田
)
久
保

リ
キ
エ
(
柏
木
)
大
野
ヲ
フ
ジ
(
若
宮
)

九
十
一
歳

藤
枝
キ
ヨ
ミ
(
西
大
洲
)
二
宮
勇
(
菅
田
)

菊
池
キ
ク
(
田
口
)
村
上
桐
夫
(
菅
田
)

松
岡
コ
ヒ
ナ
・
(
菅
田
)

末
光
カ
メ
ヨ

(野

佐
来
)
長
見
ツ
ル

ヨ

(大
洲
)

沢

井
ミ
サ

ヲ
(
若
宮
)
新
川
ミ
ヨ
ノ

(蔵
川
)

谷
本
ト
ラ
ヨ
(
大
洲
)

村
田
サ
ダ
(
阿
蔵
)

庄
野
チ
カ
エ
(
菅
田
)
清
家
ア
イ
ノ
(
喜

多
山
)

桝
村
フ
リ
エ
(
大
洲
)
岸
野
モ

井
上
ミ
チ
ル

さ
ん

風
邪
も
ひ
か
な
い
で
、
毎
日
元
気
に

暮
し
て
い
ま
す
。

ト
エ

(宇
津
)

本
川
オ
チ
ヲ
(
上
須
戒
)

村
田
ト
キ
(
西
大
洲
)
萩
森
ミ
ユ
キ
(
阿

蔵
)
矢
野
ツ
ヤ
(
中
村
)
都
築
ミ
チ
ヨ

(
米
津
)

九
十
歳

橋
田
キ
ク
ヨ
(
大
洲
)
畑
川
キ
ク
ヨ
(
森

山
)

保
積
イ
マ

(中
村
)
緒
方
固

(田

口
)
袖
岡
ス
ミ
(
新
谷
)
矢
野
数
衛
(

菅
田
)
上
岡
シ
ゲ
ル
(
田
口
)
松
岡
政

雄
(
上
須
戒
)
成
田
大
家
恵
(
中
村
)

菊
地
安
太
郎
(
稲
積
)
村
本
音
五
郎
(
喜

多
山
)
井
上
ト
ラ
ノ
(
野
佐
来
)
中
田

勘
作

(高
山
)

奥
野
ヲ
キ
ン

(大
竹
)

山
下
ハ

ツ
ヨ

(市
木
)
菊
池
ウ
シ
ヨ

(市

木
)
兼
口
コ
ズ
エ
(
市
木
)
水
本
徳
重
郎

(八
多
喜
)

福
本
ト
ミ
エ

(新
谷
)

小
西
ク
リ
ヨ

(
喜
多
山
)

守

野
勇
太
郎

(

大
洲
)
谷
村
ト
ラ
エ
(
田
口
)
槍
田
茂

(五
郎
)

満
田
コ
ト
ミ
さ
ん

孫
(
七
人
)
ひ
孫
(
十
六
人
)
ゃ
し
ゃ

ご

(二
人
)
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
歌
を

歌
う
こ
と
が
楽
し
み
で
、
毎
日
、
規
則

正
し
い
正
活
を
し
て
い
ま
す
。
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9月21日---9月30日

必ミ

秋の全国交通安全運動

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
九
川

・
卜
ハ
は
、
例

年
交
通
引
政
が
多
く
な
り

楽
し
い
行
楽
も
交
通
事
故

に
よ

っ
て
悲
惨
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
は
、
交
通
事
故
に

よ
る
死
亡
者
が
用
加
ぎ
み

で
、
六
月
末
現
作
、
川
、

O
五
九
人
と
、
昨
年
同
州

に
比
べ

一
三
三
人

(三

・

四
%
)
の
増
加
、
大
洲
市

で
も
、
八
月
五
日
現
在
三

人
と
二
人
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も

H

秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
H

が
九
月
二

十

一
日
か
ら
九
月
-二
十
日

ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。
今
年
の
テ
l
マ
は

「
正
し
い
交
通
ル

l
ル
と

ぜナ
l
の
一夫以
」
で
、
次
の
川
よ
引

け
を
重
点
と
し
て
い
辿
動
が
出
附
さ

れ
ま
す
。

V
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無
謀

運
転
の
防
止

V
歩
行
者
、
特
に
老
人
と
子
供
の

交
通
事
故
防
止

V
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

の
安
全
利
用
の
促
進

V

二
輪
車
前
照
燈
昼
間
点
燈
運
動

の
推
進

問
利
-h卜
・
九
年
の
上
下
川
の
大
洲
で
発
生

し
た
交
通
事
政
状
討
を
凡
て
み
ま
す
と
、
昨

年
同
州
に
比
べ

、
「
供
の
い市
政
が
川
件
、
お

年
存
り
が
五
件
と
そ
れ
ぞ
れ
附
加
し
て
い
ま

す
。pr供

と
お
ノ
正
イ
り
は
、
れ
動
半
の
前
で
は

H

弱
者
H

そ
の
も
の
で
す
。
交
通
弱
μ
引
を
い
や

故
か
ら
ん
寸
る
た
め
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み

な
さ
ん
は
も
と
よ
り
ま
わ
り
の
人
が
、
子
供

と
老
人
を
川
附
議
す
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ

ん
は
、
交
通
ル

l
ル
に
つ
い
て
の
お
年
公
イ
り

の
心
理
を
心
得
て
お
く
こ
と
も
必
安
で
す
。

マ
変
化
す
る
交
通
状
況
に
対
応
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。

お
年
大
司
り
は
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め

交
通
ル

l
ル
を
は
じ
め

H

交
通
環
境
H

の
変

化
を
知
る
機
会
が
少
な
く
、
ま
た
、
老
人
の

頚
の
中
は
、
北
円
の
記
憶
が
大
下
を
山
め
、
交

通
量
の
多
く
な

っ
た
現
在
の
状
況
を
実
感
と

し
で
っ
か
み
に
く
い
心
川
状
態
に
あ
り
ま
す
。

マ
体
力
や
運
動
機
能
の
衰
え
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い

つ
ま
で
も
若
い
気
持
で
い
る
こ
と

が
多
い
。

年
を
と
る
と
、
当
然
、
体
力
を
は
じ
め
辺

助

・
感
党
機
能
が
低
下
し
ま
す
が
、
木
人
は

ま
だ
粁
い
つ
も
り
で
お
り
、
こ
の

4
思
議
と

現
実
H

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
事
械
を
招
き
や
す
く

し
て
い
ま
す
。

マ
時
に
、
身
勝
手
と
思
え
る
よ
う
な
行
動
を

と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぷ
一本
的
な
交
通
ル

l
ル
も
、
断
片
的
に
し

か
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
た
と
え
ば
「
子

を
上
げ
て
道
路
を
泌
ろ
う
」
と
い
う
--一一以来
だ

け
を
知

っ
て

い
て
、
的
断
し
て
は
い
け
な
い

と
こ
ろ
で
実
行
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

お

ま
ザ
り
や
、
子
小
売
た
ら
、
心
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
、
安
全
の
伸
一
泌
を
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
し
よ
う

「市
民
運
動
会
」
H
f
M
W
月
刊
日

ス
ホ
l
ツ
の
秋
を
む
か
え
て
、
今
年
も
「
市

以
辺
助
会
」
を
「
体
育
の
日
」
の
卜
月
十
日

に
総
合
辺
助
公
園
で
間
山
附
い
た
し
ま
す
。

小
…
一
千
生
よ
り
お
年
寄
り
ま
で
男
女
を
と
わ

ず
、
日
頃
鍛
え
た
体
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
競
技
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

V
日
時

十
月
十
日
午
前
九
時
入
場
開
始

雨
天
の
場
合
は
十
月
十
二
日
、
十

月
十
九
日
に
順
延
。

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

V
場
所

大
洲
市
体
育
指
導
委
員
に
つ
い
て

山
以
の
ス
ホ
l
ツ
振
興
の
た
め
に
、
実
技
井
川
輝
雄

(中
村
)
山
崎
市
幸
(
平
野
)

指
導
や
ス
ホ
|
ツ
日
動
の
組
織
育
成
な
ど
に
尼
崎
公

一
(
長
谷
)
井
上
昭
利
(
宇
津
)

努
力
し
て
い
た
だ
く
大
洲
市
体
育
指
導
禾
百
栗
田
央
武
(
成
能
)
石
岡
猶

一
(
藤
縄
)

は
、
次
の
方
々
で
す
。

山
中
常
義
(
新
谷
)
悩
本
重
孝
(
春
賀
)

後
藤
幸
恋
(
八
多
喜
町
)
小
泉
紘
す

(
f

多
喜
町
)
同
中

一
実
(
上
須
戒
)

一冗
不
朽
4

1

(

大
洲
)

谷
本
俊

一
(
小
村
)

穴
円
本
旦
美
(
大
洲
)

藤
間
川
町
之

(中
村
)

消
費
生
活
の
相
談
を
ど
う
ぞ

通
商
政
業
省
で
は
、

m利
-九
十
年
七
月
か

ら
全
国
卜
か
所
に
消
山
川
省
相
談
室
を
設
け
、

通
時
折
聞
係
の
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

川
代
行
の
皆
怖
が
、
別
抗
生
活
の
小
で
附

っ

て
い
る
川
組
に
つ
い
て
の
州
淡
や
山
内
的
に
お

光
り
え
し
て
い
ま
す
。

品
目
表
示
、
製
品
安
全
、
汁
川
、
制
服

・

訪
問
版
光
下
、
通
間
約
の
川
政
者
行
政
に
つ

い
て
の
御
怠
比
、
あ
る
い
は
。
商
品
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

消
釘
者
相
談
室
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

川
園
地
医
は
次
の
所
で
す
。

乞~

代直
表 通

0 
8 
7 10高 消
8 I キ公 1J( 

~~6 市者

31 61 番相
I I 問丁 談
3 3 一 室
1 2 丁
4 3 目
1 7 

干 I'L1
じ 国
六通
O 商
I jJ主
九業

局
。
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月 日 11寺 間 よ易 月?

10月13日 11 時~12H寺 r~久米連絡所

// 1 3時~ 1 5時 平里子 ウ

10月141-1 1 0時~ 1 2時 :そ(;: // 

ク 1 3H~J: ~ 1511寺 菅仕| 。

10月15日 1 011キ ~ 1211キ 相Il~尺 今

// 1 311キ~ 1 4時 出処分館

10月16r1 1 011寺~ 1 5時 新谷連絡所

10月1711 1 0時~ 1 211キ }.:JII // 

// 1311ト 141昨 il故JI19"';::校

10J-j 20日 1011l年13lL0F3分0~ラ示 |て ~t[1氏 j主主計 IÎlí-

// 1 311キ~ 1 5Hキ I(多fJ，:: // 

10J-j 21 r 1 10時~ 1 5 I1 " J: 社会教ffセンター

10Jj2211 1 0 Il ， 'j: ~ 1611_1j: A， i十H，1 i (~~1建七ンター

10J j 23 r 1 1 011 、 'j: ~1611S: di l( :/i、h 川ハ，人; 

10H 2411 I 10川~ 15 I1 ， IJ: i // 

キッチンスケールは.1H売料

O 尚 IJ山山川l:hVlHJlJμI

すてくだだ‘さ L、、o 

o r-光1・5」・にはかり」 をむi-S:ちの )Jは、 ，¥}j II¥J十全伐を fJ・

いますので、liij11 までに尚 I :W~ 光川県までむ '1 1 し 111'，

くだ、さ L、。

O'ネIi.エiJI Jヘ ルスメータ一、

で険汽します .

新
・
増
築
家
屋
の
調

』
主
こ
っ
、
て

v

兄

第

果

『

t
z
f
h
，
t

t

L
V

一1
z
f
z
f
ニ=ロ

・:
f
E，、主主
F

二
十
。
、
M
H
l

，u
へ巳、
k
-

ノ
イ
表
者
ま
y

l

h
什
ドド』
山

弁

さ

j
ナ
人
い
今
何

に
つ
い
て
、
川
定
資
尚
一
川
川
の
た
め
に
実
地

訓
汽
を
行
い
ま
十
の
で
、
ご
協

h
を
お
似
い

い
た
し
ま
す
じ

な
む
、
滅
失
奈
川

(
と
り
こ
わ
し
)
の
川

汽
も
併
せ
て
行
い
ま
寸
の
で
訪
中
l

一
本
川
の
あ

る
点
は
お
い
め
に
こ
辿
給
く
だ
さ
い
口

V
訓
汽
川
川
川
川
和
日
凶
作
山
川
小
川
よ
り

川
川
和
同
年
1
川
小
い
り
ま
で

V
川
汽
刈
泉
川
川
利
回
作
1
ハ
2
ハ
以
降

に
山
(
助
の
あ
っ
た
家
川

川
し
く
は
、
山
桜
均
点
川
正
山
川
・
川
悦
係
ま

で
お
川
い
ん
け
せ
く
だ
さ
い
じ

告
⑤

2
1
1
1
(内
線
2
1
5
)

Z
X及
X
弘
ぶ
冶
ぷ
弘
前
ゐ
尚
ゐ
ゆ
や
の
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
紛
争
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
切
の
伊
ゆ
尽
の
伊
妙
。
ゅ
。
ゅ
ψ
0
0ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
0
0
3J
Oゆ
伊
ゆ
旬
ゆ
切
の
0
0抑
的
白
雨
白
雨
ゐ
ゆ
旬
ゆ
伊
旬
。
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
丹
白
砂
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
丹
b
ゆ
ψ
ゆ
ψ
の
伊

ome伊
ゆ
伺
品
ゐ
γ
F
ゐ
芯
ゐ
向
。

争
議

・
小
作
争
議
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

が
な
さ
れ
ま
し
た

0
1
一一.け
に
は
、
「長
い
川
い

こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
で
、
社
会
的

・
杭

じ

め
ら
れ
て
き
た
き
ょ
う
だ

い
よ
」
と
呼
び

済
的
に
弟
一
川
さ
れ
て
き
た
川
訴
の
人
た
ち
の
か
け
、
川
訴
の
人
々
み
ず
か
ら
が
解
放
に
J

中
か
ら
、
引
分
た
ち
の
力
で
人
間
と
し
て
の
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
不

平
等
や
続
消
k
・
職
業
上
の
れ
由
を
か
ち
と
川
と
迫
刀
の
小
に
あ

っ
て
も
、
人
川
の
胤
は

ろ
う
と
、
大
正
卜
-
作
、

全
国
か
ら
代
表
・行

か
れ
ず
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
ぎ
せ
い
行
が
バ

が
京
都
市
に
集
ま
り
、
全
国
本
平
社
削

1
大
印
を
投
げ
返
す
と
き
が
き
た
こ
と
を
訴
え
、

会
を
聞
き
ま
し
た
。

「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、

人
川
に
光
あ
れ
」
と

全
国
各
地
の
部
落
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
人
む
す
ん
で
い
ま
す
。

々
は
、
「
解
放
か
、
し
か
ら
ず
ん
ば
死
を
与
え
会
以
の
人
々
は
、
洋
一
川
へ
の
い
か
り
と
、

よ
」
な
ど
と
い円
い
た
の
ぼ
り
を
か
か
げ
て
、

そ
こ
か
ら
共
に

1
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
感
激

岡
崎
公
会
堂
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
広

い

会

湯

に

、
み
な
バ
き
ま
し
た
。
川
併
の
人
々
が
、

に
ぎ

っ
し
り
と
人
が
人
り
、
は
じ
め
に
、
こ
川
付
し
て
解
放
に

λ
ち
む
か
う
山
パんだ

っ
た

の
大
会
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
経
過
が
制
作
さ

の
で
す
。

れ
、
綱
領

・
富
一
汗
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
決
議

計量器定期検査のお知らせi二訟馬 子
;EEt:続
投;:掻:i:
七弐鷺::

水
平
社
の
結
成

パ
ムリ
じ
l
ぃ、
ド
こ

「・k
l
t
k
p
寸
包

-m
H

N

J

t

j

t

l

l

・

-ノ
l
l
J叶
L
ド

Hり

.Hm平

会
」
が
利
成
さ
れ
、
印
税
の
人
々
山
身
の
hu-

ち
上
が
り
に
よ
る
辺
引
が
起
こ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
融
和

・
改
汗
巡
動
と

も
い
う
べ
き
も
の
で
、
ぷ
川
の
本
れ
に
は
ハ

が
向
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
正
七
年
に
起
き
た
米
脳
動

を
契
機
と
し
て
、
部
落
解
欣
は
、
社
会
運
動

と
し
て
発
凶
し
て
い
き
ま
し
た
。

お

.
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
不
対
気

に
な

っ
て
生
川
に
特
し
む
者
が
ふ
え
、
…ν働

rフ

ー〉

ず

部
落
品
作
一別
が
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
小
で

れ
白
川
民
権
一
辿
到
に
刺
激
さ
れ
て
、
部
務
の
人

々
の
什
党
し
た
解
欣
へ
の
動
き
も
雌
ん
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

明
治
一二
卜
・
九
年
、
岡
山
の
.
好
伊
平
次
ら

に
よ

っ
て
「
備
作
平
以
会
」
が
つ
く
ら
れ
て

・
「
郎
部
以
の
内
党
に
よ
り
、
部
一
格
以
ハ
身
の

手
で
解
放
す
る
」
こ
と
が
伯
く
さ
け
ば
れ
ま

し
た
。

おお一一(5)一一広報

10/ J 1 11、 4で1EIL、-)-せ L、(ニ::.i¥1 :11"11 EI 
勢，U，'iJfi:が'j.:;仰されます 、

9 } J 2411から 3011までの II:Jに、，:I.'iJfi: 

L1が刊さんのお・'七 に I~'I~J fì:~~I_~ を同じり(こ f， iJ

いますので、 もれなく ，記入 しでくださ

るようわ、!仰い、します。月又 り集めj則1111は

10)J 1117う、ら 511までです。

，U.'ijJ町の村山は、仁川や 行IS道 I{.f県な どの

政治や行政の資料として 、抑制:対策、

万五}-fJ対策 、f.i:宅起きJ支l'十凶など、干与さん

の lりlるい芥しと tヒみよい環I克づ く りの

た めに幅広-く利用されます。

パにママボクも書いたね国勢調査

園勢調査
昭和55年10月1日(水)
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長
寿
を
祝
い
九
周
年

j
と

み

す

寮

;

大
洲
喜
多
特
別
益
護
老
人
ホ
l
ム
と
み
す
な
ど
関
係
者
多
数
が
山
附
し
て
、
入
所
再
の

寮
で
は
、
九
凡

-uに
入
所
布
の
長
舟
を
机
長
寿
を
激
励
祝
福
し
ま
し
た
。
式
の
伐
織
は

相
し
て
附
設
九
同
年
の
記
念
式
典
を

行

い

ま

今

年
、
松
森
氏
よ
り
寄
附
さ
れ
た
ビ
テ
オ
カ

し
た
。

メ
ラ
に
よ
り
各
室
に
実
例
小
川
制
さ
れ
、
式
に

式
に
は
、
近
川
山
長
、
小
泉
市
議
会
議
長
山
山
で
き
な
い
お
年
寄
り
か
ら
大
変
存
ば
れ

da
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
九
同
年
を
記
念
し
て
、…
似
純
主
人

健
康
長
寿
主
人
な
ど
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

〈

Y以
純
老
人
表
彰
大
塚
イ
シ
ヨ

小
中
ノ
ブ
エ

緒
方
問

絵
本
ア
イ
ノ

政
所
義
之

。
健
康
長
寿
表
彰

。
感
謝
状
贈
呈

式
の
後
、
大
洲
以
制
ク
ラ
ブ
の
方
々
が
、

各
室
に
制
り
の
訪
問
を
行
い
、

お
年
寄
り

の
長
寿
と
健
康
を
祝
い
ま
し
た
。

肱
北

生・
.0.. ~~ 

ロロ J又

の辺
貯さ
蓄ん
体優
操勝

8月31日の祝賀会で 舌を ノ
模範演技をする肱北チーム == 

中 もし 向 と 力防 たか 比 肱体で 雪ヲ
じ、 、た k しづ医こ 。 、事北操行八 ^
[二老もをてく -Jその 次全チ競わ月 ラご
し人の|ヌ!のり (1勺 生 の国 l技れ ニ ヰヰ
て福でる 1'，'J(こな命 方 ー ム全た十 占司
、宇止 すこやflあ f建の 々の 、圏第四

二 セ 。とのわ康貯 が 栄 渡 大 三 日
、ン大な育せ体蓄 入営辺会回

。タ什Hど 成 て 操 体 貨に久に生雲8|(こをと 、と操 さ絹子お命嵯
なお Il 人 11 し は れいさいの県

人どい (1勺格木 て 、 またんで貯民
余をてとの人体予 しほが 、苔館

「
父
脱
の
山
需
で
す
」

通
信
川

肢
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
(
集
川
…
下
別
行
)

y
 

お父さん出番です.ノ

ミr-i

が
、
九
ハ
仁
川

(u
w
m日
)
午
前
九
時
か
ら

小
央
公
以
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

四‘a
変
貌
一
の
激
し
い
社
会
の
中
で

古川
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た

め
に
は
、
家
庭
教
育
の
重
要
性

な
か
で
も
父
親
の
果
た
す
べ
き

役
割
が
大
き
く
、
そ
の
大
切
さ

が
比
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

消
座
は
、
特
に
中
学
生
の
父
親

の
出
書
の
重
要
性
か
ら
「
集
め

る
社
会
教
育
」
か
ら
「
家
庭
に

届
け
る
社
会
教
育
」
と
し
て
開

設
し
、
年
に
六
回
テ
キ
ス
ト
を

送
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
家
庭
で

の
人
が
行

っ
て
い
ま
す
。

av優
勝

要
の
体
操
団
体
戦

肱
北
チ
l
ム

(
中
野
孝
子

・
森
内
勝
子
、

米
沢
英
子
、
佐
々
木
い
ち
こ

矢
野
浅
江
、
補

・
山
本
美
子

監
督
・
石
川
和
子
)

自
彊
術
体
操
個
人
戦

(五
十
歳
以
上
の
部
)

波
辺
久
子

@
準
優
勝

n張
術
体
操
個
人
戦

(五
十
歳
未
満
の
部
)

包
岡
ト
キ
子

@
第
問
位
(
敢
闘
賞
)

日
明
術
体
操
個
人
戦

(五
十
歳
以
上
の
部
)

赤
坂
繁
樹

考
え
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
話
し
合
い
寸
父
親
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
模
索
す
る
こ
と
を
向

的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
内
の
中
学
二
年
生
の
父
親
百

名
と
関
係
者
三
十
名
が
出
席
し
て
、
本
会
の

あ
と
分
散
会
に
別
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
で

考
え
て
い
る

4
と
や
父
親
の
あ
り
方
に
つ
い

て
報
告
討
議
し
、
伊
予
三
島
市
児
童
館
館
長

の
幸
旧
貫

一
先
生
の
「
お
や
じ
の
出
番
は
い

つ
ど
こ
で
」

と
題
し
た
講
演
を
聞
き
、
こ
れ

か
ら
の
父
親
の
役
割
の
重
要
性
を
考
え
、
家

庭
で
期
待
さ
れ
る
父
親
に
な
る
べ
く
学
習
を

し
ま
し
た
。
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叩 -

w'止

300年の伝統

も

き

ま

い
も
た
き
は
滞
政
時
代
か
ら
受
け
つ
が
れ

て
米
た
、
大
洲
独
行
の
秋
の
胤
物
詩
で
す
。

大
洲
に
は
、
春
秋

A

一川
お
節

(
こ
も
)
り

と
い
う
地
以
住
以
の
寄
り九
日
い
の
行
引
が
あ

ib

〔

}

「

i

;
、

;
|

}
[

[

り
ま
し
た
〈
秒
抗
あ
筑
り
は

川山
川
t
h昨

へ
科
出
家
か
ら
収
叫
惜
し
た
以
い
も
を
作
ち
寄

り
、
奥
さ
ん
た
ち
が
川
で
洗

っ
て
炊
き
、
そ

の
川
、
主
人
た
ち
は
色
々
な
相
談
こ
と
を
し
、

い
も
が
ほ
ど
よ
く
炊
き
あ
が

っ
た
凶
に
は
、

日
は
ま
と
ま
り
、
老
い
も
計
き
も
集
ま

っ
て

一つ
の
釧
を
川
ん
で
名
川
を
けん
な
が
ら
裂
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
と
い
う
紫
朴
な
税
限

融
和
の
行
事
で
し
た
。

こ
れ
を
附
利
川
ト
-
年
か
ら
、
秋
の
観
光

行
事
と
し
て
大
洲
の
名
物
に
加
え
た
も
の
で

す
。

i

i

j

i

t

-

-

;

 

州
北
し
ま
し
た
。

花
は
いハ
川
の
初
旬
よ
り
、一
応
の
小
央
部
か

ら
花
辛
み
市
山
し
、
そ
れ
が
:
-メ
ー
ト
ル
余
に

成
長
し
て
、
上
部
に
山
一色
い
花
を
咲
か
せ
ま

た

メ

ニや
/ 

山
内
で
、
別
名
七
ン

チ
二
リ
ー
フ
ラ
ワ
ー
一

川
紀
の
花
の
江
川
叩
)

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
際
に
ほ
環
境
が
よ

け
れ
.1
・二
卜
年
比
で
川
花
し
ま
す
。
竹
本
さ

ん
-M
の
均九
日、

条
件
が
良
二
卜
:.作
中川
に

幕
末
の
先
覚
者
展

大
洲
市
立
博
物
館

間
物
加
で
は
、
け
ハA
/
第
九
次
以
と
し
て
、

い拙末

・
維
新
の
先
党
行
以
を
附
い
て
い
ま
す
ο

動
h
H
か
佐
川
市
か
、
雄
一山
か
川
向
か
、
川市
ト本

動
乱
の
叫
に
、
大
洲
稿

・
新
(
令
部
を
し
て
進

む
べ
き
辺
を
誤
ら
し
め
な
か
っ
た
光
党
行
の

中
か
ら
、
卜
二
名
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
人

述
の
川和
T
7帰

っ
た
も
の
は
川
か
、
こ
の
人

蛇
の
目
紋
に
つ
い
て

マ
え
)

一
司
」
一

一の一
一良

一

一市一

一川
い
一
大
洲
山
紋
と
し
て

「蛇
の
け
紋
」
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
則
自

か
ら
で
す
か
。

(一

市
以
)

一件
え
一
大
洲
山
文
化
財
保
護
委

μの
森
本

定
制
さ
ん
に
次
の
よ
う
に
お
答
え
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

山
紋
の
蛇
の
け
紋
は
、
も
と
も
と
大
洲
藩

の
部
主
加
雌
氏
の
一家
紋
に
凶
っ
た
も
の
で
す
。

川
勝
氏
の
家
紋
は
「
蛇
の
日
」
を
定
紋
と
し

ほ
か
に
「
しし
り
勝
」
も
あ
り
ま
す
が
、
加
雌
氏

の
肱
・均
じ
る
し

・
パ一市
・
火
山

・川市共
・住
物

咋
に
ぶ
し
て
、
加山
牒
家
の
・
ン
ン
ボ
ル
と
し
ま

し
た
。

蛇
の
け
紋
の
起
こ
り
は
定
か
で
あ
り
ま
せ

ん
が
、
づ
の
悩

(
つ
る
)
を
を
き
つ
け
た
怯

カ
与

-M
ど
っ
た
も
の
で
一
つ
る
ま
き
も
ん
」

ま
た
は
「
妙
竹
附
紋
」
と
昨
1
れ
て
い
ま
し
た

が
、似
同
川
代
、蛇
の
服
に
似
て
い
る
と
こ
ろ

お
年
ぶ
り
に
開
花
(
竜
舌
蘭
)

長
穴
け
の
竹
本
長
重
さ
ん
々
の
一
胞
の
也
斤
附

が
、
ヘノ
午
の
一
弘
:
-卜
:・
年
ぷ
リ
-
-
山
川
ル化
し
ま
t

た也
rr
ハ
…川州

述
が
川
を
し
た
の
か
多
く
の
資
料
と
泣け川

が
私
述
に
川
リ
か
け
て
く
れ
ま
す

珍
し
い
も
の
で
は
、
今
川
は
じ
め
て
以
ぷ

:
J
t
t
:
;
!
!

iB 

さ
れ
た
小
川
け
が
川
船
L
寸
カ
魁
伯
し
た
オ
ラ
ン
ダ

却
の
丈
、
弘子
川
.
大
山
が
ハ
市
山
川
さ
れ
た
山
山

知
、
h
l
'
K
利
んい
い
愛
川
の
鋭
、
ん
い
市
が
い
加
に

つ

け
た
州
出
、
ぷ
川
敬
苧

・
成
市
比
必
の
絵
と

か
ら
「
蛇
の
ハ
紋
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
尚
武
的
意
識
に
も
と
づ
く
紋
章
で

す
。
江
戸
川川代
こ
の
紋
章
を
用
い
た
大
名
は
、

加
藤
家
の
ほ
か
細
川
、

戸
出
、
松
平
、
石
川、

以
傾
な
ど
の
消
候
が
い
ま
す
。

加
藤
家
の
蛇
の
目
紋
は
、
外
円
の
直
径
が

内
刊
の
直
筏
の
三
倍
に
な
っ
て
い
る
の
が
正

し
い
形
で
す
。
新
谷
藩
も
蛇
の
目
紋
を
用
い

ま
し
た
が
、
分
家
で
あ
る
故
に
少
し
形
を
変

え
、
内
円
の
直
径
を
大
き
く
と
り
、
輸
の
肉

を
や
や
硝
く
し
て
い
ま
す
。

紋
市
の
一脈
史
は
古
く
、
公
家
か
ら
発
生
し

武
家
川
代
に
発
展
し
、
お
よ
そ
五
千
種
以
上

あ
り
、
そ
の
内
山
わ
れ
て
い
る
も
の
が
三
百

何
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
洲
山
で
印
わ
れ
て
い
る
市
の
紋
章
は
、

倒
肱
川
の
九
の
よ
う
に
形
が
簡
素
で
、円
(
輪
)

が
「
利
」
に
通
じ
、
円
満
の
相
を
表
わ
す
意一

持
派
い
も
の
で
す
。

いい一日の
寄せいれい

りれ
は刊
に
起
す
H

な
ど
が
あ
り

ま
す

J

入
、
持
波
作
の
家
訓
、
悲
運
に
泣
い

た
熱
血
泌
県
内
い
い
Amの
泣
品、

古…
一，r
堂
で
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
滞
¥k
加
藤
泰
秋
、
泰
令
に

附
す
る
も
の
な
ど
、
併
せ
て
八
人
展
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

」
の
出
ぷ
ま
卜
-
ハ
.
.
 

十
八
日
ま
で
で
す
。
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新
刊
図
書
案
内

図
書
館

朝
日
新
聞
記
者
の
証
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ

た

だ

の

人

と

な

れ

光

永

澄

道

著

日
本
人
の
日
本
し
ら
ず

P
ミ
ル
ワ

i
ド
著

長

安

か

ら

河

西

回

廊

へ

陳

舜

臣

著

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

.

0
・
テ
ィ

l
ド
著

報

こ

の

母

に

学

ぶ

井

深

大

編

広

西
洋
リ
ビ
ン
グ
拝
見
崎
山
小
夜
子
著

天
候
と
か
ら
だ

J

・
フ
ア
ス
ト
著

や
せ
た
い
人
は
食
べ
な
さ
い
鈴
木
そ
の
チ
著

ク
ッ
キ
ン
グ
ロ
レ
ッ
タ

小

学

館

園
芸
大
百
科
事
典

(3
・
6
)
講

談

社

裸
の
大
将
放
浪
記
全
4
巻

山

下

消

著

土

門

拳

ア

サ

ヒ

カ

メ

ラ

編

世
界
陶
磁
全
集
7

小

学

館

おお

名

匠

の

棋

跡

大

内

延

介

者

お

か

あ

さ

ん

日

本

作

文

の

会

編

お
と
う
さ
ん

き

き

方

の

理

論

斎

藤

美

津

子

著

川
端
康
成

・
隠
さ
れ
た
真
実

三
枝
墜
品
著

歌

の

王

朝

竹

四

究

子

著

オ

リ

ン

ポ

ス

の

娘

畑

山

博

著

黒
革
の
手
帖

(上

・
下

)

松

本

清

張

著

マ

マ

と

パ

パ

の

戦

場

広

瀬

仁

紀

著

山

茶

花

は

兄

た

平

岩
弓
校
著

侍

遠

藤

周

作

著

女

の

男

性

論

大

庭

み

な

，

F
著

眠

る

査

向

川

邦

，

十

軒

地
下
を
旅
し
て

中

井

英

夫

著

飛
鳥
へ
、
そ
し
て
ま
だ
けん
ぬ
子
へ井

村
和
消
著

ク
レ
イ
マ

l

-
ク
レ
イ
マ

l
A
コ
l
マ
ン
著

書4
限りある資源

と水ミを大切に

水道の故障は次の水道組合ヘ
(日曜 ・祭日漏水修理)

当番目 11多E里にあたる業者 連 車各 先

10月 5日 淳 山水道工 事庖 ft4-2583 

10月10日 猪野水道工事 j古 ft ~ - ~~~~ 4 - 2 2 1 6 

10月12日 大塚鉄工所 ft5-0300 

10月19日 岡福水道工事庖 fi4-3656 

10月26日 奥田水道商会 E 4- 3674 
5 - 4 1 0 7 

11月2日 神 田 鉄 工 所 E 3- 30  04  
4 - 2 4 1 2 

11月3日 佐 藤 水 道 府 ft ~ 一 264 5 
4 - 4 4 1 0 

昭和]55年9月20日

⑩
⑧
③
⑧
 

⑧

⑩

 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
交
通
事
故
相
談
日

と

き

叩

月

8
日

日

時

i
M時

印

月

初

日

。

と
こ
ろ
市
役
所
第

一
会
議
室

V
人
権
相
談
日

と

き

叩

月

初

日

日

時

1
日
時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

叩

月

1
日

目

時

1
日
時

日

同

日

目

。

叩

月

幻

目

。

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

V
{丞
蛙
児
童
相
談
日

と

き

毎

日

9
時

1
日
時

た
だ
し
、
土
限
日
は
ロ
時
ま
で

日
暇
日

・
祭
日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
大
洲
市
福
祉
事
務
所

V
不
動
声
吾
相
談
日

と

き

毎

月

日

日

9
時
1
日
時

と

こ

ろ

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大
洲
支

部
(
東
大
洲
鮒
フ
ヂ
エ
ダ
内
)

⑨
⑨
⑧
⑧
⑨
⑧
 

叩
月
5
日
大
洲
中
央
病
院
宮
④
4
5
5
1

m月
刊
日

叩
月
ロ
目

印
月
四
日

刊
月
初
日

ウ// 命

行
政
相
談
週
間

m月
ロ
日

i
m日

行
政
管
理
庁
で
は
、
行
政
相
談
制
度
を
広

く
国
民
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
秋
「
行
政
相
談
週
間
」
を
設
け
、
各
種

の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
叩
月
ロ
日
か
ら
四
日
ま
で
が
、
こ

の
行
政
相
談
週
間
に
な
り
ま
す
。

こ
の
週
間
中
に
、
今
月
の
行
政
相
談
を
実

施
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

環
境
保
全
、
公
害
防
止
、
道
路

・
河
川
の

維
持
管
理
、
労
働
災
害
、
各
種
年
金
、
保
険

郵
便
、
遺
族
援
護
、
許
認
可
等
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
悩
み
ご
と
を
持
っ
て
お

困
り
の
方
は
逮
庖
な
く
相
談
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

V
行
政
相
談
日

と

き

叩

月

比

日

叩

時

i
m
時

と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

行
政
相
談
委
員
玉
木
道
輝
(
北
只
)

告
④
3
7
9
4

乳

幼

児

健

康

診

査

ウ

実

施

日

該

当

者

日
月
7
日
昭
和
白
年
7
月
生

日
月
9
目

。

M
年
4
月
生

日

月

比

目

。

日

年

3
月
生

日
月
幻
目
。
日
年
日
月
生

日
月
お
目

。
臼
年
叩
月
生

※
は
肱
南

・
肱
北
地
区
の
み

受
付
場
所

日
時
乱
分
i
U時
刈
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※ ※※  

// 。

ま
ご
こ
ろ
の

ぷロコ

ベJ

お
く
り
も
の

金

一

封

西

大

洲

中

田

金

一
封

菅

田

町

尾

崎

金

一
封

黒

木

松

原

金

一
封

北

只

高

橋

金
一

封

(
原
稿
の
謝
礼
金
)

中

村

魚

谷

金
一
封
(
寄
付
金
と
し
て
)

徳

森

塚

本

(
蛍
疋
配
分
)

金

一
封
(
菅
田
喜
楽
会
、
菅
田
小
学
校
、

肱
東
中
学
校
と
市
社
協
へ
)

菅
田
町

大

野

忠

直

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
預
託
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会 亀

久
夫

重

則

正

一

タ
ミ
平

年

子
康

※

訂

正

八
月
号
三
ペ

ー
ジ
「
脳
卒
中
特
別
対
策
事

業
検
診
」
中
、
検
診
対
象
者
は
四
十
歳
か
ら

六
十
九
歳
に
訂
正
し
ま
す
。
ま
た
、
四
ペ
ー

ジ
「
昭
和
五
十
四
年
度
大
洲
市
の
財
政
」
中

歳
出
は
苅
億
3
、
7
7
1
万
円
に
訂
正
し
て

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。


